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et al. 1997）的だが、熱帯 SST と同時相関
が無い点で PDO とは異なる。むしろ、第 2
モードとして現れる亜熱帯フロント域
SST 変動が熱帯 SST 変動との間に有意な
相関を示す。この変動は亜熱帯高気圧の変
動を伴っており、北太平洋ジャイア振動
（NPGO; Di Lorenzo et al. 2008）的であ
る。 
最近、北太平洋 SST に対する EOF 解析
により得られる卓越変動モードの振幅が長
期的に変調していることや（Yeh et al. 
2011）、エル・ニーニョ／南方振動（ENSO）
の挙動に変化が見られることが指摘され始











 用いたデータは NCEP/NCAR 再解析デ











T119L48 で、海洋部分が 0.5 度緯度経度格
子で、54 鉛直層であり、北西太平洋の海洋
フロント帯の存在を表現できる。150 年積

































への移動と熱帯 SST の変動作用中心の西 
 
 
図 1：（a）3 年移動平均した SST（黒線、0.3K
毎）とその気候値からの偏差（色）。（b）気候
平均 SST の南北勾配（K/110km）。 
 
 
図 2：3 年移動平均した冬季 SST の 20 年標準





















4）と 1985~2004 年（図 5）の二つの期間
に対する結果を比較する。なお前者の期間




解析。(a) 亜寒帯フロント域 SST、(b) PDO イ
ンデックス、 (c)亜熱帯フロント西部 SST、(d) 
亜熱帯フロント東部 SST、(e) NINO4 域 SST、
(f) NINO3 域 SST。 
(a) (b) 
(a)              (b)                (c) 
 
 
(d)               (e)                (f) 
 
 




図 4：NCEP/NCAR 再解析に基づく 1973～1992 年の(a-c) 20 年標準偏差と (d-f) 中緯度 SST に対す
る EOF 解析の第 1 モード主成分時系列に対する線形回帰、(g-i)は第 2 モードに対する線形回帰。いず
れも解析前に冬季平均に 3 年移動平均を施してある。(c-i)の色は有意水準 90、95、99%の領域を示す。
(a,d,g) は SST、(b, e, h)は 1000hPa 流線関数、(c,f,i) は 250hPa 流線関数とそれに対する波活動度フ





図 5：図 4 と同じ。但し、解析期間は 1985～2004 年。 
(a) SST stddev            (b) 1000 stddev           (c) 250 stddev 
 
 
(d) SST reg. (EOF1)       (e) 1000 reg. (EOF1)      (f) 250 reg. (EOF1) 
 
(g) SST reg. (EOF2)        (h) 1000 reg. (EOF2)      (i) 250 reg. (EOF2) 
 
(a) SST stddev            (b) 1000 stddev           (c) 250 stddev 
 
 
(d) SST reg. (EOF1)       (e) 1000 reg. (EOF1)      (f) 250 reg. (EOF1) 
 



































150 年積分実験から分かった（図 6）。EOF1 、
EOF2 として亜寒帯フロント域、亜熱帯フ
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図 6：大気海洋結合モデル CFES の 150 年積分に基づく (a-c) 標準偏差と(d-i) 中緯度 SST に対する
EOF 解析の第 1 モード主成分時系列に対する線形回帰。(g-i) は第 2 モードに対する線形回帰。(a,d,g) 
は SST、(b, e, h)は海面気圧、(c,f,i) は 250hPa 高度場。 (j) 主成分時系列の 20 年移動分散。黒線が











(g) SST reg. (EOF2)         (h) SLP reg. (EOF2)         (i) z250 reg. (EOF2) 
 
(d) SST reg. (EOF1)         (e)SLP reg. (EOF1)         (f) z250 reg. (EOF1) 
 
(a) SST stddev             (b) SLP stddev             (c) z250 stddev 
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